社会福祉法人　チアフルハーツ　２０１９年度事業計画書

■２０１９年度事業計画
１．基本方針 
  平成2８年３月31日に改正社会福祉法が成立、同日公布され制度の大改革が行われました。その中でも「社会福祉法人制度の改革」では、公益性・非営利性を確保する観点から制度を見直し、国民に対する説明義務を果たし、地域社会に貢献する法人の在り方を徹底することが定められました。主な内容として、経営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明性の向上、財務規律の強化、地域における公益的な取組を実施する責務、行政の関与の在り方があります。

平成３０年度には障害福祉サービス等報酬の改定があり、改正障害者総合支援法等（Ｈ２８．５設立）により創設された新サービスの報酬・基準が設定されました。主な改定内容は、障害者の重度化・高齢化を踏まえた、地域移行・地域生活の支援、医療的ケア児への対応等、精神障害者の地域移行の推進、就労系のサービスにおける工賃・賃金の向上、一般就労への移行促進、障害福祉サービスの持続可能性の確保などです。改定を踏まえ、２０１９年度も「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」（障害者総合支援法）の理念に則り、地域に密着したきめ細かく質の高い、障がい者のニーズや時代の流れに沿ったサービスを提供したいと思います。

そして特にご利用の多い知的障がい者はもちろんですが、手話通訳者を必要とする視覚、聴覚障がい者や精神障がい者、高齢の障がい者などへの支援のよりよい在り方に、日々取り組んで参ります。

差別のない地域社会における共生の実現に向け、利用者の意志及び人格を尊重し、常にその者の立場にたって支援を行います。また居宅に近い環境の中で地域や家庭との結びつきを大切にし、利用者が地域社会において他の人々と共生することを妨げられることなく社会参加ができるよう、その機会の確保を積極的に行うとともに、本人に必要な訓練及び作業の提供「就労継続支援Ｂ型事業麦わら帽子/
就労継続支援Ｂ型事業ストローハット」を行います。通所者の工賃向上や一般就労への移行を常に考えた支援を行って参ります。また職場体験や施設実習、見学等を積極的に受け入れ、地域に開いた見通しのよい施設作りに努めます。

平成２９年８月１日より再開いたしました、計画相談支援事業「みらい」では、引き続き、障がい者（児）やその家族等のニーズに沿った相談業務、書類作成が迅速に行われるよう努めます。

運営については、常に創意、工夫を心がけ、明るく活気があり魅力ある施設として選ばれる事業所の実現を目指します。

２．施設の運営方針
（１）日常生活及び社会生活の支援
   利用者の生きがいと活力のある生活を実現し、地域で障がいによる隔たりのない生活が送れるよう一人ひとりの能力、個性を尊重して個別支援計画を作成します。また、利用者の自主性や人間性を尊重し、常に利用者の立場に立った支援サービスの提供に努めるとともに、地域や家庭との結びつきを大切にし、関係団体との密接な連携を図り、開かれた施設づくりに務めていきます。
（２）就労継続支援Ｂ型事業所「麦わら帽子」就労継続支援Ｂ型事業所「ストローハット」における社会経済活動への参加
 利用者個人の能力や個性にあった生産活動内容を提供し、職業能力の向上と就労習慣を身に付けられるように支援し、社会参加の機会の確保に努めます。また工賃向上や一般就労への促進に向けた取り組みを進めます。
（３）社会性の育成
  地域との交流を深めるため、地域で開催される行事（上本山三組・中里上夏祭り、あたご祭り、スポーツ大会、福育マルシェ）等に参加して経験を積むことにより、社会人としての意欲と自信を養うとともに、職場見学等研修会やレクレーション等の行事を実施し、社会性の育成を支援します。
  また、余暇活動として、音楽、ペン習字、スポーツ等多彩なプログラムを準備し情操豊かな人間性を育むよう支援します。

（４）特定相談支援事業「みらい」について

①計画相談支援（福祉サービス利用者が対象）

ⅰ）サービス利用支援

　支給決定または支給決定の変更前にサービス等利用計画案を作成する。

ⅱ）支給決定又は変更後、サービス事業者等との連絡調整やサービス等利用計画案を作成する。

ⅲ）継続サービス利用支援　

　支給決定後、厚生労働省令で定める期間ごとに、サービス等の利用状況の検証を行い計画の見直しを行う（モニタリング）。

ⅳ）サービス事業者等の連絡調整、支給決定の変更に係る申請を勧奨する。

②基本相談支援については、すべての障害者（児）及びその保護者または、介護者などから社会生活を営む上での相談に応じます。

３．生産科目の概要（Ｂ型事業）
　　　利用者一人ひとりが各々の個性を生かせるような作業種目につくことにより、働くことに喜びを感じ、また周囲から認められることによって自分自身の存在を確かめ、作業意欲が向上していくよう支援します。
　生産活動としては、次のような作業に取り組み、販売、宣伝活動等を積極的に行い、工賃収入の増額に努めます。
1 豆腐の製造と直売及び委託販売
  ② 菓子製造（豆乳生チョコ・ケーキ・クッキー・プリン等）と直売及び委託販売

  ③ 野菜の乾燥粉末加工と直売及び委託販売
④ 椎茸の栽培と直売及び委託販売

　⑤ 受託作業（ふりかけ製造・袋詰め、たまねぎ皮茶の製造・パック詰め、

釜炊塩袋詰、きび砂糖袋詰等）

⑥ 弁当の製造と直売

４．職員研修
　　長崎県等で開催される研修会に参加し、専門的な技術の習得を図ります。また、事業所において伝達研修を行います。
５．職員間の連携
  　職員間の意志の疎通を図るため、掲示板の活用、口頭や文書での引継、申し送りを実施し、職員会議、勉強会等を常に開催します。　
６．利用者の家族との連携
  　家庭との結びつきを大切にするため、イベント等への参加を呼びかけ、連絡帳等を通じて情報提供や意見交換を行い常に連携を図ります。
７．要望・苦情・虐待等受付窓口の設置
  　利用者又は家族からの要望、苦情、虐待等に対応するため、要望・苦情等申立先窓口及び虐待防止に関する相談窓口を設置し、その解決にあたります。
８．施設の管理と安全衛生
　(1)飲食物の衛生については消毒等万全の管理を行います。
  (2)施設の管理については十分な配慮を行うとともに、常に環境の整備に努めます。
  (3)室内の清潔に務め、利用者の衛生管理に努めます。
  (4)定期的に健康診断を行い、利用者の健康管理に努めます。
　(5)定期的に消防訓練及び消防設備点検を行い、防火安全の確保に努めます。
